我々 の 観念に あるお きな は、 唯の 老夫 ではない。 芸道 

化せられ たおき なを、 実在の おきなに 被せた ものな の 

であります。 

おきな • おみな (媼) の 古義 は、 邑 国の 神事の 宿老の 

上位に ある 者 を 言うたら しい。 おきな • おみな に 対し 

て、 をぐな • をみ なの ある 事 を 思 ひ 併せる と、 大 (お) - 

小 (を) の 差別が、 き (く) • み (む) の 上に つけられ 

てゐる 事が 知れます。 つまり は、 老若 制度から 出た 社 

会 組織 上の 古語であった らしい のです。 舞踊 を 手段と 

する 鎮魂 式が、 神事の 主要部と 考 へられて 来る と、 舞 

人の 長なる おきなの 芸能が 「翁 舞」 なる 一 方面 を 分立 
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して 来ます。 雅楽の 採 桑老、 又はく づれた 安摩 • 

ソリ n 才 ホウ タマ ヒ 

蘇 利 古の 翁 舞と 結びついて、 大歌 舞 や、 神 遊びの 翁が、 

日本式の 「翁 舞」 と 認められ たと 見ても 宜しい。 

尾 張ノ浜 主の 

翁と て わび や は 居らむ。 草 も 木 も 栄 ゆる 時に、 

出で ゝ舞 ひて む (続 日本 後紀) 

と 詠 じた 舞 は、 此 交叉 時に あった ものと 思 ひます。 翁 

舞 を 舞 ふ 翁の 意で、 唯の 老夫 としての 自覚で はなさ 相 

です。 おきな さぶ と 言 ふ 語 も、 をと めさぶ • 神 さぶ と 

共に、 神事 演舞の 扮装 演出の 適合 を 示す のが、 元で あ 

つた 漾 です。 



タヅ 

翁 さび、 人な 咎め そ。 狩 衣、 今日ば かりと ぞ 鶴 

も 鳴くなる 

と 在 原の 翁の 嘆 じた、 と 言 ふ 歌 物語の 歌 も、 翁 舞から 

出た 芸 謡ではなかった でせ うか。 古今 集の 雑の部に う 

んざ りする 程 多い 老い 人の 述懐 も、 翁 舞の 詠歌と 見ら 

れぬ事 もない。 私な ど 「在 原」 を 称する ほか ひ 人の 団 

体が あって、 翁 舞 を 演芸 種目の 主な ものにして ゐ たの 

ではない かとさへ 思うて 居ます。 

山姥が 山の 巫女で あつたの を、 山の 妖怪と 考 へた 様に、 

翁 舞の 人物 や、 演出 者 を 「翁」 と 称へ る 様になり、 

二 ン ヂャゥ 

人 長 (舞 人の 長) の 役名 ともなり、 其 表現す る 神 自体 



(多く は 精霊 的) の 称号と も、 現じた 形と も考 へる 様に 

なって 行った ものであります。 

だから 「翁」 は、 中世 以後、 実生活 上の 老夫 としての 

み考 へる 事が 出来 なくなって ゐ るので す。 

此 夜話の 題目に 択んだ 翁 は、 其 翁 舞の 起原 を 説いて、 

近世の 歪んだ 形から、 元に 戻して 見る 事に 落ちつく だ 

らう、 と 思 ひます。 

一 一 祭りに 臨む 老体 

二 夏、 沖 網 諸島 を 廻って 得た、 実感の 学問と しての 成 



種と したら しいの が、 一等 古い 様であります。 

元来^ J と 言 ふ 語の 原義 は、 後世の 神人に 近いので、 

神聖の 資格 を もって 現れる もの、 義 である、 と 思 ひま 

す。 顕宗紀 の 室 寿詞は 「我が 常世た ち」 の 文句 を 結ん 

卜シ タカ ビ卜 

でゐ ます。 此は、 正客なる 年 高 人 を讃頌 した 語な ので 

す。 常世の国 人と いふ ことから、 常世の国から 来る 寿 

命の 長い 人、 唯の 此 世の 長生の 人と 言ふ義 になって 来 

たのです。 

日本人 は、 常世 人 は、 海の 彼方の 他界から 来る、 と考 

へて ゐ ました。 初めは、 初春に 来る ものと 信じられて 

ゐ たのが、 後 は 度々 来る ものと 考 へる 様になりました。 



春祭りと 刈 上げ 祭り は、 前夜から 翌朝まで 引き続いて 

行 はれた ものでした。 其 中間に、 今一 つあった のが 冬 

祭りです。 ふゆ まつり は 鎮魂 式であります。 あき • ぶ 

^ • が 暦法の 上の 秋 • 冬 • 春に 宛てられる やうに 

なると、 其 祭り も 分れて 行 はれる。 其 祭りの 度 毎に、 

常世 人が 来臨して、 禊ぎ や 鎮魂 を 行うて 行く。 かうな 

ると 又、 臨時の 祭りが、 限りなく 殖えて 来ました。 

田植ゑ 祭りに 臨む さっきの 神々 など も迎 へられ、 季 

節々々 の 交叉 期 祭りに は、 邪気 退散の 呪 法 を 授ける か、 

受ける か 分らぬ 鬼神 も 来る 様になりました。 さう した 

¥ ^に 而も、 頻々 とお とづれ る まれび と 神 も、 元は 年 



高 野 博士が 「呪師 猿 楽」 なる 芸能の 存在 を 主張せられ 

たの は、 敬服し ないで は 居られません。 但、 本 芸が呪 

師で、 其く づれ. 脇芸 とも 言 ふべき のが、 呪師に 入つ 

た 猿 楽で、 唯呪師 とも 言 ひ、 呪師猿 楽と も 並 称したら 

しく 思 はれます。 此 「呪師 猿 楽」 が、 田 遊び 化して 田 

楽に なった とする のが、 私の 考 へです。 だが 一 口に は、 

田楽 は 五月の 田 遊びから 出て ゐ ると 申して よろしい。 

此猿楽 は、 田楽で は、 もどき と 言 ふ 脇役に、 俤を 止め 

ました。 能楽と 改称した 猿 楽 能で は、 狂言 方とまで、 

変転 を 重ねて 行きました。 わき 方 も、 勿論 此 から 出た 

のです。 結論に 近い 事 を 申します と、 翁 も 純化 はし ま 
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したが、 やはり 此で、 黒 尉 は 猿 楽の 原形 を 伝へ てゐ る、 

と 申して よろしい のです。 

猿 楽の 用語 例の 一 部分に は、 武家 以前 古くから 興 言 利 

口な ど、 言 ふべき、 言 ひ 立て 又は^の 義 があります。 

興 言 利口 も、 其 根本に なるべき 話材 まで も、 さう 言 ふ 

様にな リ ました。 此は、 狂言の 元の 宛て字が 興 言で あ 

ると 共に 猿 楽の、 言と 能との 二方 面に 岐れる 道 を 示す 

ものです。 能楽が 専ら 猿 楽と 称 へられた の は、 此方 面 

が 主と なって ゐ たからかと 思 ひます。 故事 語りに 曲舞 

の 曲節 をと りこみ、 ことほぎの おどけ 言 ひ 立て を 現実 

化した のが、 猿 楽の 表芸 を 進展 させた 次第であります。 



能 芸の方 は 寧 先輩 芸道なる 曲舞 • 田楽の 能な どから と 

リ 込んだら しいので す。 

猿 楽 能に 於け る 翁 は、 此言ひ 立て • ffl^ を 軽く 見て、 

唱門師 一派の 曲舞 (の 分流) から 出て、 反 閉芸を 重く 

した 傾きが あります。 だが、 元々、 猿 楽と 言っても、 

田楽の 一部に も 這 入って 居た のです。 だから、 田楽に 

も、 その 演芸 種目の 中に 猿 楽が 這 入って ゐ たのです。 

此が 呪師芸 や、 其 後 身なる 田楽の わき 役 (もどき 役、 

同時に 狂言 方) から 独立して 来た ものと 思 ひます。 

だから、 田楽に も、 翁の 言 ひ 立て や 語りが あったらし 

いのです。 唯、 田楽 能 を まるどりして、 自立した にし 



んだ 彼に 対して、 神事 舞と しての 部分 を 重く 見て ゐる 

点に ある、 と 言へ ます。 

冬の 鎮魂 を 主と し、 春 田打ちに 関係の 深いの が、 猿 楽 

の、 呪 師習合 以前の 姿な のです。 田植 ゑに 臨む 群 行 神 

の 最古の 印象 は、 記 . 紀 のす さの をの 命の 神話の 外に、 

播磨 風土記に は 統一 のない 形の、 数多い 説話と して 残 

つて ゐ ます。 此 間に、 常世 人 自身 も、 海の 彼方から 来 

ると 信じられた ものが、 天から 降る と考 へられる 様に 

なリ、 山に 住む 巨人と せられる 様に もな つて 行き まし 

た。 従って、 常世 人と 言 ふ 名 も 変り、 其形貌 性格 や 対 

人 地位な ども 易って 行く 一方に は、 原形に 止り、 或は、 



三 沖 網の 翁 

祖先 考妣の 二位の 外に、 眷属 大勢 群 行して、 家々 をお 

とな ふ 形。 盂蘭盆の 行事で ある 二 )。 海上 或は 洞穴 

を 経て、 他界の 異形 (又は 荘厳な 姿) の、 人に 似た 霊 

物が 来て、 村 • 家 を 祝福す る 形。 清明 節 其 他、 祭りの 

日に ある (二)。 村の 族長なる 宗家の 主人 並びに 一門 

中の 代表者と 見なされる 群衆 を 伴うた、 前 族長なる 長 

者が 踊り場へ 来て、 村 を 祝福す るの を 一 番 として、 村々 

特有の 狂言 (能狂言 • 俄 などに 似た) を 行うて、 後 は 



芸尽 しになる。 村に よれば、 長者の 一 行が 舞台に 来る 

と、 家長の 挙げる 扇に 招かれて、 海の 彼方の 富みの 国 

から、 其 主神が 来て、 穀物の 種 を 与へ て 去る 式 をす る 

二 ライ ゥ フヌシ 

処も ある。 此 神の 名 は 儀 来の 大主、 長者の 名 は 長者の 

ゥ フヌシ ぺ ィ チン ヮ ラビ ミチ 

大主、 家長の 名 は 親 雲上と 言 ふ。 童満 祭に 行 ふ (三)。 

私の 目で 見た 知識よりも、 更に 大きな 補助 を、 島 袋 源 

七 • 比 嘉春潮 一 一氏の 報告から 得ました。 

此 中で 二 ) は最、 常世 人に 近い 形であります。 海の 

彼方なる 大 やまと 又は、 あんが まあと 言 ふ 国が あ 

ると 考 へたの が 変じて、 其 行事 又は 群 行の 名と したの 

らしい —— から、 祖 霊の 男女 二 体 及び、 其 他 故人に な 



つた 村人の 亡霊の 来る日 を、 盂蘭盆に 習 合した ので、 

其 又 一 つ 前に は、 初春 を 意味す る 清明 節に、 常世 人と 

して 来た 事が 考 へられます。 此 中心になる 大主 前と 言 

はれる 老夫 —— 老女 を 伴 ふ —— が 時々 立って、 訓戒- 

教導. 祝福な ど を 述べる のであります。 其 間に、 眷属 

どもの 芸尽 しがあります。 

此 からしても、 内地の 古 記録から 考 へられる 常世の ま 

れ びとの 元の 姿 はや ゝ、 明るくな つて 来ます。 此と通 

じて ゐ るの は (三) の 式であります。 此は村 踊りと 言 

ひ、 又 村芝居と も 言 はれて ゐ ます。 祖霊を 一 体の 長者 

の大 主と し、 眷属の 霊 を 一行と した ものです。 さう し 



て 今 は、 其 本 処の考 へ を 忘れて ゐ ますが、 他界の 聖地 

から 来た ものに 違 ひありません。 親 雲上 は、 其 等の 群 

行から、 正面に 祝福 を 受ける 人と して、 予め 一行 を 待 

つ 形が 変った のでせ う。 其に、 儀 来の 大主を 加へ たの 

は、 長者 大主 一 行の 本義の 忘れられた 為、 更に 祝福の 

神 を考へ 出した のです。 

此が 変じて (二) になる と、 色々 の 形に 変化して ゐま 

す。 なるこ 神 • てるこ 神と 言 ふ 一 一体の、 聖 なる 彼岸の 

ゥン ヂャミ 

国主と する の も ぁリ、 唯の 一体の 海神と する 処もぁ 

ります。 もっと 純化して は、 海の 向う のにら い • 

M の 国の 神と し、 更に 天上の 神と して、 w^.g 



らと言 ふ 其 国を考 へて ゐ ます。 其 史実 化した のが、 あ 

サ キジ マ 

まみき よ • しねり きょの 夫婦 神です。 先 島の 中には、 

まやの 国と いふ 彼岸の 聖地から、 まやの 神 及びと もま 

別と 称する 神が 来る として ゐる もの もあって、 此は、 

蒲 葵の 簑笠を 被った 異形 神であります。 同じく、 先 島 

諸島に 多く、 あか また . くろまた など 言 ふ 風に、 仮面 

の 色から 名 づけた 二 体の 巨人が、 蔓草 を 身に 被り、 畏 

ろしい 形相の 面 を 被って 出ます。 処 によって は、 1w¥ 

おと 言 ふの が、 代って 出る 事 もあって、 洞穴 又は 村里 

離れた 岬な どから 出る のです。 此は、 鬼と 言 ふべき も 

のであります。 にらい の大 主と 浄化した 地方に 対して、 



れ たもの、 と 信じられて ゐ たのでした。 

歳暮に 来て、 初春の 年 棚の 客と なる 歳 神 —— 歳徳 神と 

も 言 ふ —— の 姿 も、 高 砂の 尉と 姥の 様な、 と 形容す る 

地方が 多い やうです。 さすれば、 考妣ニ 体の 祖 霊です。 

近世の 歳 神 は、 海を考 へに おいた 常世 神と 違って、 山 

から 来る 様に、 大抵 思 はれて ゐ ます。 同じ 名の 神の 性 

格に も、 古今で、 大分 違 ひが ある 様です が、 出 雲 人の 

伝へ た 御 歳 神 -大 歳 神 は、 山祇の 類と 並べて ある 処を 

見る と、 山中に 居る ものと 見て ゐ たらしい のです。 古 

く、 海祇 から 山祇に 変化すべき 理由が あった からです。 

近代の 歳 神に は、 穀物の 聯想が 少く なって、 暦の 歳の 
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海人 部が あまと 言 はれる やうに、 山 部 も 山と 言 はれて 

ャマ ァタへ 

ゐ ます。 山ノ直 • 山ノ 君な どい ふの が、 其です。 海人 

は、 安曇 氏の 管轄で、 安曇 氏 は 海人 部の 族長で はない 

事 を 主張して 居ます。 が、 山 部 氏 は 山人 族の 主長で あ 

るら しいので す。 安曇 氏の 如き も、 其 ほど 海人の 血 か 

ら 離れて ゐ るか、 信じられません。 山人なる 山 部が、 

基本 職 を 忘れて 来る 様になって、 山 部 • 山守 部の 混同 

が 起り ます。 山人と は、 どうした 部 民で せう か。 

私の 仮説で は、 山の 神に 仕へ る 神人 だとす るので す。 

ヮ タツミ 

海人 部が、 海祇に 奉仕して、 時には、 海の 神人の 資格 

に 於て、 海祇 としての 行事 を摂 行す る 事が ありました _ 



海人の 献 つた 御 贄は、 海祇の 名代で、 同時に、 海祇自 

身の する 形な のでした。 私 は 海 部. 山 部 を 通じて、 先 

住民の 後とば かり も 言へ ぬと 考 へます。 おなじ 族 中の 

者が、 海神 人. 山 神人に 択 ばれて、 常住 本 村から 離れ 

て 住んで 居て、 其が 人数の 増した 為に、 村 を 形づくつ 

たもの も あると 思 ひます。 

ョゴ ト 

勿論、 前 住民の 服従 を 誓 ふ 形式の 寿詞 奏上 を 以て、 海 

人 • 山人の ことほぎ (祝福) みつぎの 起り と考 へる 事 

も 出来ます が、 其 は 第二次の 形です。 初めの 姿 は、 海 

祇即、 常世 人 (わたつみの 前 型) に扮 する の は、 村の 

若者の 聖職な のでした。 其が 山地に 入って、 山の 神 を、 



異種の 村と 混同 せられる 様になつ たので せう。 山の 村 

も、 同様にして 出来ました のでせ う。 其が、 蛮人の 村 

と 思 ひ 違 へられる 様になった 事 も ありませ うが、 此は、 

わりに 明らかに、 国栖. 土 蜘蛛な ど、 区別 せられた 様 

です。 海人 部の 民が、 所謂 あまの さへ づり をす る 異人 

種の 様に 考 へられた 程ではありません。 海 部の 民 は、 

呪 法 • 呪詞に 馴れて 居ました。 其が 諸国の 卜 部の 起原 

です。 

海人 部の 民の 中の、 小 • 中 宗家な ど 言 ふべき 家の 中 か 

らも、 宮廷の 官 司の 馳 使丁が 出ました。 此が 海人の 
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馳 使丁です。 其 内、 神祇官に 仕へ た 者が、 特に あま は 



せづ かひと 言 はれたら しいので す。 更に、 此 中から、 

アマ ガタリべ 

宮廷の 語部と して、 海 語部と 言 ふ 者が 出来た と 見られ 

ます。 天 語部 は 鎮護 詞を唱 へる と共に、 其 中の 真言と 

も 言 ふべき^ z を、 おもに 謡 ふ 様になりました。 其が 

「天 語 歌」 の ある わけで、 其と おなじ 性質で、 寿 詞ゃ鎮 

カミ ガタリ 

護詞 式で ない ものが、 神 語と いはれ たらしい のです。 

カミ ガタリ ウタ 

神 語 歌の 末に、 天 語の 常用 文句ら しい 「あま はせ つか 

カタ n トモ n ヲ 

ひ、 ことの 語リ詞 也、 此ば」 と 言 ふ、 固定した 形の つ 

いて ゐる わけであります。 

海 語部が、 諸国の 海人の 中に も 纏 はって 来ました。 一 

方、 卜占 を 主と する 海人の 卜 部が、 又 諸国に 還り 住ん 



カウ n ンジ 

此高巾 子の 異風 行列 は、 山人で もなかった。 万葉集に 

は、 元 正の 行幸が 添 上 郡の 「山村」 にあった 事と 歌と 

を 記して ゐる。 

あしび きの 山に 行きけ む 山人の 心 も 知らず。 や 

まびと や、 誰 (舎 人 親王 II 万 葉巻 二十) 

仙人 を訓 じて、 やまびと とした 時代に、 山の 神人の 村 

なる 「山村」 の 住民が、 やはり、 やまびとであった。 

此歌 は、 神仙なる やまびとの 身で、 やまびとに 逢 ひに 

行かれた と 言 ふ。 其 やまびと は、 あなた 様であって、 

他人で ない 害 だ。 仰せの やまびと は、 外に ありと も 思 

はれぬ、 とお どけ を 交へ た 頌歌で ある。 此 歌の 表現 を 



促した の は 

ャマビ 卜 

あしび きの 山 行きし かば、 山人の 我に 得しめ し 

山づ とぞ。 これ (元 正 天皇 —— 同 巻 二十) 

と 言 ふ 御製であって、 此も、 山人と 言 ふ 語の 重った 幻 

影から 出た、 愉悦の 情が 見えて 居ます。 だが、 其より 

も、 注意すべき は、 山づ とと 言 ふ 語です。 家づと は、 

義が 反対に なって ゐ ます。 山づと • 浜づ とな どが、 元 

の 用語 例です。 山. 浜の 贈り物の 容れ 物の 義で、 山 か 

ら 来る 人の くれる のが、 山づ とで あり、 其が、 山 帰り 

のみやげ の 包みの 義 にもなる。 元は、 山人が 里へ 持つ 

て 来て くれる、 聖 なる 山の 物でした。 此は、 後に 言 ふ 



山姥に も 絡んだ 事実で、 山 草 • 木の 枝. 寄生木の 類 か 

ら、 山の 柔ぃ木 を 削った 杖、 其 短い 形の けづり 花な ど 

であった らしく、 山 かづら • 羊歯の 葉. 寄生. 野老- 

力へ ッミ 

山 藍 • 葵 • 榧. 山 桑な どの 類に、 時代に よる 交替が あ 

るので せう。 

柳 田 先生の 杓子の 研究 を、 此方に 借用して 考へ ると、 

此亦、 山人の 鎮魂の 為の 木 ひさ ごでした。 神代 記の q 

ひさ もちの 神 は、 なり 瓢の 神で なく、 木 を 刳った、 古 

代の 木 杓子の 霊の 名であった、 と 言 はれませ う。 此、 

くひ さと 言 はれた と 思 はれる 杓子 は、 いつ 頃からの 山 

づ とか は 知れ ませぬ が、 存外、 古代から あった ものら 



しいので す。 かう した 山人 は、 初春の 前夜の ふゆ まつ 

W の 行事なる、 鎮魂 式の 夜に 来ます。 即、 厳冬に 来た 

のです。 若宮 祭りの 翁の 意義が、 其処に 窺 はれる 様に 

思 はれます。 

若宮 祭り の 翁 は、 高 い 神 —— 続 教訓 抄 など —— と 言 ふ 

より、 ことほぎの 山の 神で、 春 日の 社殿 及び 若宮の 神 

の 鎮魂 を 行 ふところに、 古義が あつたので せう。 夜叉 

神の ことほぎ や、 菩薩 練 道が 寺に 行 はれた の も、 高位 

の 者に 誓 ふ 風からで す。 社の 神に も • いは ひに、 

マ J と ほぎ の 翁が 参上す る 事の あるの は、 不思議で はな 

い。 猿 楽 家の 「松ば やし」 も 亦、 暮の 中に 行 はれる の 



が、 古風であった 様です が、 此 から 翁が 出た と は 言へ 

ますまい。 唯、 「湛へ 木」 の 行事 を 行 ふだけ です。 一 つ 

松の 行事 は、 翁の 一節 を存 する もので、 其に 続く、 踏 

歌 式 を 含んだ ことほぎが、 消えて 了うた のです。 謂 

は、 V、 一種の 五節 千歳が、 踏 歌から 出た の は、 武家 時 

代の 好みだった のでせ う。 

雅楽に も 「若」 を 舞 はせ る 為に、 本手の 舞 を 童 舞に 変 

化させて ゐる のがあります。 猿 楽 能の 翁 は、 鎮魂の 為 

の 山人の 来臨で、 三人の 尉 は、 一 種の 群 行 を 意味す る 

もので せう。 此事は 更に 説きます。 

翁の 文句の 「ところ 千代まで」 と 言 ふの は、 野老 にか 



けた、 村. 国の 土地 鎮めの 語で、 かう した 文句の 少ぃ 

の は、 替へ 文句が 多くな つた 為です。 さう して、 春 祭 

りの 田打ちの 詞 らしい、 生み 殖 しの 呪文が 這 入 つて 居 

るの は、 翁が 初春 を 主として、 暮の 鎮魂 式から 遠の い 

た 為で せう。 だが、 春 田打ち は、 鎮魂と 共に 一 続きの 

行事です から、 山人と しての 猿 楽の 翁 も、 初春に 傾く 

理由 は あるので す。 仮に、 猿 楽の 翁の 原形の 模型 を 作 

つ て 見 ませう。 

翁が 出て、 いは ひ詞を 奏する。 此は 家の 主長 を 寿す る 

へ ンバ ィ セ ンザィ 

のです。 其 後に、 反 閑の 千歳が 出て、 詠 じながら 踏み 

クロ ジ ヨウ 

踊る。 殿舎 を 鎮める のです。 其 次に、 黒 尉の 三番 叟 



が 出て、 翁の 呪詞 や、 千歳の 所作に 対して、 滑稽 を 交 

へながら、 通訳 式の 動作 をす る。 其が 村の 生業の 祝福 

にもなる。 此 くり 返しが、 二尉の 意 を 平明 化する と 

共に、 ふり ごと 分子 を 増して 来ます。 さう して、 わり 

に 難解な 処を 徹底 させ、 儀式 的な 処を 平凡 化して、 村 

落 生活に も 関係 を 深く する のでせ う。 猿 楽 能の 座の 村 

が、 大和で は、 多く 岡 或は 山に 拠って ゐ ました。 殊に 

外 山の 如き は、 山人 を 思 はせ る 地勢です。 

松ば やしの 如き も、 春の 門松 II 元は 歳神迎 への 招ぎ 

代の 木であった —— を 伐り 放して 来る 行事でした。 ぱ 

^3 は、 伐る と 言 ふ 語に 縁起 を 祝 ふので、 やはり、 山 



も ある 様です が、 山人と しての 方面から も考 へねば な 

ら ぬで せう。 山姥 は、 山の 神の 巫女で、 は 姥と感 

じます が、 此は、 巫女の 職分から 言 ふ 名で、 小 母と 通 

じる ものです。 最初 は、 神 を 抱き 守りす る 役で、 其が、 

後に は、 其 神の 妻と もなる もの をい ふので す。 其 巫女 

の、 年 高く 生きて ゐる のが 多い 事実から、 を 老年 

の 女と 感じる 様になったら しいので す。 を 唯の 老 

媼の 義に考 へたの も 古くからの 事 だが、 神 さびた 生活 

をす る 女性の 意と して、 拡がって 来たので せう。 此山 

神の^と して 指定 せられた 女 は、 村 を はなれた 山野 

に 住まねば ならなかった。 人身御供の 白羽の 矢の 話に 



は、 かう した 印象 も あるに 違 ひない。 たなばた つめ 同 

様の 生活 をして、 冬の 鎮魂に また 恐らく は、 春祭りに 

も、 里に 臨んだ ものと 思 ふ。 其 山姥 及び 山人の 出て 来 

る 鎮魂の 場が、 y と 言 はれる ので、 我が国の 「巿」 

の 古義な のです。 此夜、 山姥 II 及び 山人 —— の 来て 

舞 ふの が、 山姥の 舞で、 段々、 村の 中に も、 此を 伝へ 

る ものが 出来る 様になつ たでせ う。 此は 山姥の 鎮魂の 

舞が、 山姥 を 野 山に 出さぬ 世に なって、 仮装の 山姥の 

手に 移った 為で せう。 

山姥と いふ 称呼から、 山に ゐる 女性と 考へ、 山人 を、 

蛮人 又は 鬼 • 天狗な どに 近づけて 想像す る処 から、 此 



を も 山の 女怪と 信じる 様になりました。 其 村の 冬 祭り 

に 来た 行事が 形式 化し、 竟に型 を も 行 はぬ 様になって、 

伝説 化して、 名と 断篇の 説話ば かりあって、 実の ない 

時代に なって、 冬の 行事であった y けに、 冬の 夜話の 

題材に 上る 様になつ たので、 かう した、 人であって、 

又、 魑魅の 族ら しい 者 を考へ 出した のでせ う。 山姥の 

姥 に対して、 山人 は 又、 山をぢ 又は、 山 わると 

称へ る 様になりました。 山姥の 洗濯 日と いふの は、 山 

の 井に 現れて、 山姥が 禊ぎ をす る 日だった のでせ う。 

巿 日に 山姥の 来て、 大食 をした 話 や、 小 袋に 限りなく 

物 を 容れて 帰った 伝説な どが あるの は、 鎮魂の 夜の M 



づ とと 取リ易 へて、 里の 品物、 食料な ど を 多く 持ち 還 

つたからで せう。 其に、 其容れ 物の、 一 種 異様な 物で 

あった 印象が くつ ゝ いたの だら うと 思 ひます。 

古代に は、 巿 とい はれる 処は、 大抵 山 近い 処 にあり ま 

した。 磯城 長 尾 巿ノ宿 禰と言 ふ 家 は、 長い 丘の 末に、 

巿 があった 為で せう。 此が、 穴師の 山人の 初めと 言 は 

れる 人です。 布 留の巿 もさう で、 大 倭の 社に 関係が あ 

リ ます。 河内の 餌 香の 巿 など は、 や、 山 遠くな つて ゐ 

ます。 これな ど は、 商行為と しての 交易 場だった ので 

せう。 「うま さけ 餌 香の 巿に、 価 もて か はず (顕宗 紀- 

室 寿 詞)」 など あるの も、 巿が 物々 交換 を 行うた 時代 を 



見せて ゐ るので す。 山祇 系に 大巿 姫が あり、 伝説で は、 

山姥の 名に もな つて ゐ ます。 此は みな、 巿と冬 祭りと 

山姥との 聯絡 を 見せて ゐ るので す。 此 交易の 行事が、 

ゥソカ 

祭りの 日の 鶯換へ 行事 や、 舞 人の 装身具. 作り 山な ど 

に つ いた 物 を 奪 ひ 合 ふ 式に もな つて 行った のです。 

足 柄 明 神の 神 遊び は、 東 遊びの 基礎に なった 様です。 

此神 遊び を 舞 ふ 巫女が、 足 柄の 山姥です。 神 を 育てる 

ものとの 信仰が 残って、 坂 田 金 時の 母 だとされ てゐま 

す。 其に、 此 山姥の 舞 は、 代表的の 「山 舞」 とせられ 

て、 東 遊びと 共に、 畿内の 大社に も 行 はれました。 山 

舞 を 演ずる 「座」 や 「村」 の 間に は、 其が 伝 はって 来 



たでせ う。 山 づとは 物忌みの しるしと して、 家の 内外 

に 懸けられます。 浄 めら れた 村の 人々 は、 神の 物と な 

つた 家の 内に、 忌み 籠る のです。 此が 正月 飾りの 起り 

です。 標め緦 も、 山野 や 木に 張り 廻す ものです。 唯、 

ほんだ はら 一 品 は 古くから 用ゐら れてゐ ますが、 海の 

禊ぎ を つ いだ しるしな のです。 山人の 鎮魂に、 昆布- 

田作. 蝦な どが 用 ゐられ る 様になつ たの も、 海の 関係 

がない と は 思 はれません。 京で は 歳暮に 姥たゝ とい ふ 

乞食が、 出た と 言 ひます。 此 もさう した 者で はないで 

せう か。 節季 候と いふ 年の 暮を 知らして 来る 乞食 も、 

山の ことぶれ の 一 種の 役なる 事 は、 其扮 装から 知れ ま 



くった のでせ う。 寺の 夜叉 神の 役で あり、 社の 神の 服 

従者なる^ J の 子孫で あると 言 ふ考へ 方から、 村の 先 

袓を 妖怪と して ゐ ます。 が、 唯、 山人に 対する 世間の 

解釈 を、 我 村の 由緒と したので す。 この 山村な どから、 

宮廷 や、 大社の 祭りに、 参加す る 山人が 出た のでせ う。 

其が、 後に は 形式 化して、 官人 等が 仮装して 来る やう 

になり、 さう した 時代の 始めに、 まだ 山 舞が 行 はれて 

ゐて、 その 方面の 鎮魂 歌 もあった のです。 山 舞 は又宫 

廷 にも 這 入 つ て 来たらし いのであります。 

まき もく の 穴師の 山の 山人と、 人 も 見る かに、 M 

かづら せよ (古今 集 巻 二十) 



物臭 太 郎と言 ふ 流離の 貴族の 立身 譚に 変化して 行き ま 

した。 信 濃に、 安曇 氏 を 称する 海人 部の 入った の は、 

かう した 径路 を 通った ので ありませ う。 

山の ことほぎ • 海の ほか ひが 段々 合体して 来ても、 名 

目 はさす がに 存 して ゐ ました。 山人の 団体と して、 遊 

行 神人の 生活法 をと つた 者 は、 ほか ひ 人で あり、 海人 

の 巡遊 伶人 団は、 く： > つと 言うたら しいので す。 其が 

後に は、 ほか ひがく > つと 称し、 く、 V つに して ほか ひ 

と 言 はれたら しい 混乱が 見えます。 ほか ひ 人の 持つ 物 

容れ は、 山の 木の まげ 物であって、 其 旅行 器 を ほか ひ 

と 称へ ました。 くダ つ は 恐らく、 呪 詞の神 こ、 とむ す 



びの 名に 関係が あるら しく、 其携 へた、 草 を 編んだ 物 

容れの 名が、 くダ つと 言 はれる までに、 其 旅行 器が、 

国々 の 人の 目に 止る 機会が 多かった のです。 其 程 浮浪 

の 布教 生活 を 続けた のです。 山人 も、 ほか ひ 人の 一 派 

であ リ、 —— 傀儡 子女 は、 海人の 岐れ であるら しい。 

—— 其が 山 舞 をす る 事で、 く、 V つから 分類せられ、 海 

人から く、 y つの 生活 を棄 て、、 山 舞 をす る 様になって 

も 尚、 くゾ つと 称せられ たの は、 遊女 はく > つと し、 

ほか ひ を 祝言 乞食 者と 考 へた 為で ぁリ ませう。 

九 山伏し 



行 生活 を 第一義に とって 進んだ のです。 だから、 里人 

に 信仰 を 与へ るよりも、 まづ、 祓 への 変形なる 懺悔- 

禁欲の 生活に 向 はしめ ました。 即、 行 カを鍛 へて、 

験 方の 呪術 を 得る と 言 ふ 主旨になります。 だから、 修 

験 道 は、 長期の 隔離 生活に 堪 へて、 山の 神 自体と して 

の 力 を 保有しょう とした 山人の 生活に、 小乗 式の 苦行 

の 理想と、 人間 身 を 解脱して 神仙と なるとす る 道教の 

理想と をと り 込んだ に 過ぎません。 後々 まで も、 寺の 

験 方の 形式 をと り 去る と、 自覚 者の 変改した 神道の 姿 

が 現れる のです。 垢離 は 禊ぎ であり、 懺悔 は、 山祇の 

好む 秘密 告白と 祓 へとの 一 分岐です。 禅定 • 精進 は、 



山籠りの 物忌みで、 成年 授戒 • 神人 資格 享受の 前提で 

御嶽 精進 を 経て、 始めて 男と なると 言 ふ 信仰 は、 近代 

に 始まった 事で はない 様で、 山地に 居させ、 禁欲 • 苦 

役の 後、 成年 戒を 授けた 昔の 村里の 規約が、 形 を 変へ 

て 入って 来て ゐ ます。 男 だけの 山籠りで、 女子 は結界 

厳重な 事 も、 女人禁制の 寺 方 を 学んだ ので はなく、 固 

有の 秘密結社の 姿な のでした。 山の 神 • 山人が^ I と 

感じられて 来たのに 対して、 天狗 を 想像す る 様になり 

ました。 古代の^ I は、 後世の 悪鬼 羅剎 などで なく、 

巨人と 言 ふだけ の 意義でした。 大方、 赤 また • 黒また 



多くな つて 行きます。 中には 遊行 伶人 団 となった もの 

も、 元より、 早くに あった 事は考 へられます。 宮廷の 

神楽 は、 海人 部 出の 物な ので、 海人 部の 偶人に 当る も 

のが、 宮廷で は、 狂言 方の 才の 男です。 其 以前から あ 

つた 神 遊びに は、 人形 を用ゐ なかった から、 人に して 

人形 身になる 「才 ノ男ノ 態」 なる もの を 生んだ のです。 

—— 社々 のせい なう. さいの を は 大抵、 偶人だった 様 

です。 —— 山人の 神事に も 人形の まじった 痕 はあり ま 

せん。 山人 は、 宮廷. 神社の 祭りに 出れば、 脇 方に 廻 

つた ものな のでせ うから、 才の 男な ども、 山人が 勤め 

たので はない か、 と 思 はれる 処が、 尠からず 見えます。 



人 長に 対する 才の 男の 位置 は、 もどき であり、 其 態 は、 

狂言だった 様で、 常世の 神人と 山の 神人との 関係に あ 

る 様です。 才の男 系統の 猿 楽が、 翁に は 翁 • 人 長 • 黒 

尉 • 才 の 男と 言った 形に なって 来 か、 つて ゐ ます。 此 

は 神と 精霊との 関係の 混乱し 易い 為です。 

山村の 印象と 見るべき もの は、 山彦 • こだまな ど 言 ふ、 

口 まね . 口 ごた へ をす る 精霊の 存在 を 信じた 風の 起原 

です。 山人の 芸の 中に、 さう した 猿 楽 式な もどき が 発 

コダ マ 

達して ゐた 為、 山人の 木霊 を 一 つに した もので、 や は 

り、 一 つの 芸術の 現実化して 考 へられた もので せう。 

才の 男の する 「早 歌」 のかけ あひな ども、 やはり もど 



き芸 なのです。 

猿 楽 能 は 山人 舞の 伝統 を 引く もので、 社寺の 楽 舞に 触 

れて 変化し、 民間の 雑 楽に 感染して とり 込み、 成立 後 

の 姿から は、 元の 出処が 知れぬ 位に、 変って しま ひま 

した。 楽と 言 ふ 字の つくの は、 雑 楽の 義で、 田楽 は 其 

であり、 舞の 方が 一段 上で、 正 舞 系統 を 意味す る もの 

らしい、 と、 かう 言 ふ 仮説 は 立たない でせ うか。 だか 

ら、 寺 方 出の 舞の^ な もの は、 皆、 曲舞と 言 はれて 

ゐ ますが、 猿 楽 は、 曲舞と も 見られなかった のです。 

其 点で も、 曲舞 出の 幸 若 舞よりも 低く 見られた のです。 

社寺から 受ける 待遇 も、 極めて 低い ものだった でせ う。 



猿 楽なる 狂言 だからで せう。 豊根 村の 翁に は、 もどき 

がつ いて 出て、 文句 を 大きな 声で くり 返しました。 鳳 

来 寺の 地 狂言で は、 後に 引いた 幕の 陰に、 大勢の 人が 

隠れて ゐて、 三番 叟の詞 をく り 返して、 囉し たさう で 

花祭りの 翁で も、 役人 は 一 人ではありません。 翁の 外 

に、 松風 丸 (又は 松風. 松 かげ) と 言 ふ 女 面が あり、 

三番が あるの が 普通の 様です。 翁の 言 ひ 立ての 後で、 

三番 叟 (信 州 新 野で は、 しょうじつ さり) が 出て、 翁 

のお どけ 文句 以上に、 狂言 を 述べる。 松風 は 所作 はわ 

からぬ が、 千歳の 若 役 を 若 女形です るので、 田楽ら し 



い 為 方です。 田楽に は、 女 も 役人に 加 はって ゐ ました。 

だから、 千歳 役 も、 田楽の 猿 楽で は、 女 千歳であった 

事が あるので せう。 其が 仮面に なった のか も 知れ ませ 

サン ブ 

ぬ。 翁の 語りの 中に 「松風の じぶんな、 寒 やかり ける 

事よ な」 又は 「翁 松 かげに かん ざら れ、 寒 や 悲し や (？ ) 」 

かう 言 ふ 文句が ある けれど、 前後の 関係の 推測 出来る 

やうに、 筋 立っても 居ません。 かう した 翁の 役 は、 此 

田楽で も 三人な のです。 翁の 生 ひ 立ちの 語り は、 其誕 

生から、 其に 伴 ふ 母の 述懐 を 述べて、 自身の 醜 さ を 誇 

張して 笑 はせ ます。 其から、 今まで 生きて ゐた 間に、 

滄 桑の 変 を 幾度 も 見た 事 を 言 ひまして、 翁の 壻 入りの 



話になる のです。 壻 になった 時の 準備に、 色々 な 事 を 

習うて、 種々 の 失敗 をす る、 おもしろい 「早 物語」 ら 

しい 処 があります。 海道 下り は、 京へ 上る 道 や 入洛し 

てからの 物語で、 其 間に、 みだらな 笑 ひ を 誘 ふ 部分 を 

交へ てゐ ます。 

生 ひ 立ち は、 神の 名のりの 詞章の 種 姓 明し の 系統で、 

其に 連れて、 村. 家の 歴史 を 語る 形式が、 壊れた もの 

です。 こ、 の 翁 も、 脇 方 • 狂言 方ら しい 姿 を 見せて ゐ 

るので す。 海道 下リは 遠くから 来た 神が、 其 道筋の 出 

来 事 を 語る 辛苦 物語から 出て ゐる もので、 道行ぶ りの 

古い 形が 其で、 早く、 神人 流離の 物語 や、 英雄 征 旅の 



来る 力に は、 うたれ ないで は 居られませんでした。 此 

続き 話な ども、 大分、 其 影響 をと り 込んで 来さうな 気 

がいた します。 其で、 やがて、 発表になる はずの、 山 

崎さん の 論旨 を 先ぐ りした 部分 も 出て 来さう で、 気が 

ひけて なりません。 併し まあ、 此も 芸能に はっき も 

の 、 もどき がし や/ \ り 出た とで も 思うて 戴きます。 

こんな 事 を 申し上げ るの も、 外ではありません。 学問 

の 研究の 由って 来たる 筋道と、 発表の 順序と だけ は、 

厳重に はっきり させて 置く と 言 ふ、 礼儀 を 思 ふからで 

あります。 私 どもの して ゐる 民俗学の 発生 的 見地 は、 

学者 自身の 研究発表の 上に も、 当然、 持せられ るべき 



卜 n 3 

あります。 実の 処、 を こが ましく も、 春の 鬼. 常世の 

まれび と • ことぶれ の 神 を 説いて ゐる 私の 考へ も、 曾 

て 公に せられた 先生の 理論から、 ひき 出して 来た もの 

でありました。 南 島 紀行の 「海 南 小 記」 (東京 朝日 発表、 

後に 大岡山 書店から 単行) の 中に、 つ、 まし やかに、 

言 を 幽かに して 書き こんで 置かれた 八重 山の 神々 の 話 

が、 其であります。 学説と 言 ふ もの は、 実に かくの 如 

く 相 交錯す る ものでありまして、 私が 山 崎さん の 研究 

の 一 部たり とも、 冒認 する 事 を 気に やんで ゐる 衷情 も、 

お 察しが つき ませう。 

今から 四 年 前 (大正 十三 年) の 初春でした。 正月の 東 



畏と 敬と 両方 面から 仰がれて ゐる 異形 身の 霊 物が あつ 

たの だ。 こんな 事 を 痛感し ました。 私 はやが て、 其な 

43- の 有無 を 問うて 来る 妖怪の 為 事が、 古い 日本の 

村々 にも 行 はれて ゐた、 微かな 証拠に 思 ひ 到りました。 

3^ . もの もら ひに 関する 語原と 信仰と が 其で ありま 

す。 此事 は、 其 後、 多分、 二度目の 洋行から 戻られた 

ばかりの 柳 田 先生に 申し あげた はずであります。 

「雪国の 春」 を 拝見す ると、 殆ど 春の まれび と 及び 一 

人称 発想の 文学の 発生と 言 ふ 二つに、 焦点 を据 ゑら れ 

てゐる 様であります。 殊に 「真 澄 遊覧 記 を 読む」 の 章 

の 如き は、 かの 「な もみ はげたか」 の 妖怪の 百 数十 年 



前の 状態 を 復元す る 事に、 主力 を 集めて ゐられ ます。 

馬糞 紙 のら つば は、 更に 大きく して 光彩陸離たる 姿と、 

清 やかに 鋭い 声 を 発する 舶来の 拡声器 を 得た 訣な の で 

一 三 雪の 鬼 



真 澄の 昔 も、 今の 世 も、 雪 間の 村々 ではな もみ を 火 だ 

77 と考 へて ゐる事 は、 明らかです。 が、 火 だ こ を 生ず 

る 様な 懶け者 • かひ 性な し を 懲らしめる 為と する 信仰 

は、 後の 姿ら しいので す。 



かせと り . かさと りと も 此を言 ふ 様です が、 此称 へで 

は、 全国的に 春の ほか ひ、 V との 意味に 用 ゐてゐ ます。 

カザ 

かせ はこせ など、 通じて、 やがて 又瘡. くさな ど、 も 

同根の 皮膚病の 汎 称です。 此を とりに 来る の は、 人 や 

田 畠の 悪疫 を 駆除す る 事になる のです。 な もみ はぎ • 

かせと りの 文 言 は 形式 化した ものであります が、 

まれび との 行った 神事の なごりなる 事 だけ は、 明らか 

になって 居ました。 

もの もら ひな ども さう です。 恐らく、 春の ほか ひ、 V と 

が此に 関係して 居った 為の 名で せう。 ばらく に 分布 

して ゐる、 此目瘡 の 方言 まろと なる 称へ は、 祝言-こ 



とほぎ がま だ、 原 信仰 を存 して、 まらう どのす る もの 

とした 時代から、 ほか ひ (乞 士) • もの 貰 ひの 職と なつ 

た 頃まで、 引き続いて ゐた事 を 見せて ゐる 様に 思 ひま 

す。 即、 まれび と瘡 が、 な もみの 一 種であった らしい、 

と 言 ふ 仮説 を 持って ゐ たのであります。 な もみ 瘡が、 

薬草の 棠耳子 • めな もみな どに 関係の ある 事 だけ は、 

多少 想像しても よいと 思 ひます。 此草、 支那に 於て す 

ら 「羊 負 来」 と 呼ばれる 通り、 異郷の 草 種だった ので 

かう 言 ふ 風に 考 へられて ゐる、 私の 疎かな 組織に 組み 

入れた 春の 妖怪 は、 沖繩 にも、 旧 日本に もあった ので 



寺々 の 夜叉 神 も、 陰陽師. 唱門師 から、 地 神経 を 弾い 

た 盲 僧. 田楽 法師の 徒に 到る まで、 家内. 田園の 害 物- 

疾病 • 悪事 を 叱り 除け る 唱へ言 を 伝へ てゐ たの も、 皆、 

此 まれび と」 としての 本来の 俤を 留めて ゐ たのです。 

私 は 数年 来、 知らぬ 奥 在所の 人々 から は、 気の 知れぬ 

と 思 はれる ばかり、 春の 初め を 幾度 か、 三. 遠 二 州の 

山間に 暮 しました。 其処で 見た 田楽 や 田楽 系統の 神事 

舞の 中に も、 やはり 正式に は、 家内. 田園の 凶悪 を 叱 

る 言 ひ 立て を 見出しました。 此が 大抵、 翁 或は 其 変形 

した もの、 発する 祭文 或は 宣 命と いふ ものに な つて 居 



りました。 

一 四 菩薩 練 道 

牛 祭り の 祭文 を 見た ばかりで は、 こんな 放漫な 詞章が 

と 驚かれる 事です が、 邪悪 を 除却す る宣 命の 所謂^, 

のみ だり が はしき に趨く 径路 を 知って 居れば、 不 

思議 はない 事です。 あれ は、 人身 及び 屋敷の 垣 内 • 垣 

外の 庶 物の 中に 棲む 精霊に 宣下し、 摺 伏せし める 詞な 

のです。 

大昔に は、 海の 彼方の 常世の国から 来る まれび との 為 



宣 命と 名の つく 物、 宣命 としての 神事の 順番に 陳 ベら 

れる もの は、 其 詞章が たと ひ、 埒 もない 子守り 唄の 様 

に 壊れて 了うて ゐ るので も、 庶 物の 精霊に 対する 効果 

は、 恐ろしい 鎮圧の 威力 を 持つ ものでした。 中世 以後、 

祝詞. 祭文 以外に、 宣 命と いふ 種類が、 陰陽師 流の 神 

道家の 間に 行 はれて ゐ ました。 続 日本 紀 以降の 天子の 

宣 命と、 外形 は 違って ゐて、 本質 を 一 つに する もので 

した。 私の 考へ では、 此 宮廷の 宣 命が、 古代の のりと 

の 原形 を 正しく 伝へ てゐる ものな のです。 神の 宣 命な 

るの りと を 人 神の 天子の のりとなる 宣命 とした ゾ けの 

事です。 常世 神の のりとに おきまして は、 神 自身 及び 



精霊の 来歴. 種 姓 を 明らかにして、 相互の 過去の 誓約 

を 新たに 想起せ しめる 事が、 主にな つて ゐ ました。 此 

精霊 服従の 誓約の 本 縁 を 言 ふ 物語が、 呪詞 でも あり、 

叙事詩で もあった 姿の、 最古の のりとな のです。 其が 

岐れ て、 呪 詞の方 は、 神主の のりとと 固定し、 叙事詩 

カタ リベ 

の 側 は、 語部の 物語と なって 行った のです。 だから、 

呪 詞を宣 する 神の 姿 をと る 者の 唱 へる 文 言が、 語り を 

も宣命 をも備 へて ゐる 理由 はわ かります。 「家. 村 ほ 

ィ ハ ヒゴ ト 

め」 の 方 は、 呪詞が 更に、 鎮護 詞 化した 時代に 発達し 

たもの なのです。 広く 言へば、 ことほぎと 称すべき も 

ので、 多く は 山人 発生 以後の 職分です。 



翁の 語り は 次第に、 教訓 ゃ諷 諭に 傾いて 来ました が、 

尚、 語りの 中に すら、 宣命 式の 効果 は 含まれて ゐ たの 

です。 家. 村 ほめの 形に も、 勿論、 土地 鎮静の 義 ある 

こと は 言 ふまで もありません。 

一 六 松ば やし 

高 野 博士 は、 昔から 鏡板の 松 を 以て、 奈 良の 御祭の 中 

心になる —— 寧、 田楽の 中 門口の 如く、 出発点と して 

イチ 

重要な —— 一 の 松 をう つした もの だ、 とせられて ゐま 

した。 当時、 微かながら 「標の 山」 の 考へを 出して ゐ 



ろす というて きる と 言 はない 処に 縁起が ある 如く、 は 

3?\J 言 ふの も、 伐る 事な のです。 はなす • はがす (が 

は 鼻濁音) など、 一 類の 語で、 分裂させる 義で、 

ふやす と 同じく、 霊魂の 分裂 を 意味して ゐ るら しいの 

です。 此は、 万葉集の 東歌から 証拠になる 三つば かり 

の 例 歌 を 挙げる 事が 出来ます。 

囉 すと 宛て字す る はやす は、 常に、 語原の 栄 やすから 

来た 一 類と 混同 せられて ゐ ます。 山の 木 を はやして 来 

ると いふ 事 は、 神霊の 寓る木 を 分割して 来る 事な ので 

す。 さう して、 其 を 搬ぶ事 も、 其 を 屋敷に 立て、 禱る 

事 も、 皆、 はやす とい ふ 語の 含む 過程と なる のです。 



大和 猿 楽 其 他の 村々 から、 京の 檀那 衆なる 寺社 • 貴族 - 

武家に、 この 分 霊木 を 搬んで 来る 曳き 物の 行列の 器- 

声楽 や、 其 を 廻っての 行進 舞踊 は 勿論、 檀那 家の 屋敷 

に 立て、 の 神事まで を も 込めて、 はやす • はやしと 称 

する 様になつ たの だと、 言 ふ 事が 出来る と 思 ひます。 

畢竟、 室町. 戦国 以後、 京都 辺で 称へ た 「松ば やし」 

は、 家 ほめに 来る 能役者の、 屋敷 内での 行事 及び 路次 

の 道行きぶ り (風流) を 総称した ものと 言へ まして、 

元、 田楽 法師の 間に も 此が行 はれて 居た のであります。 

其 はやしの 中心になる 木 は、 何の 木で あつたか 知れ ま 

せん。 が、 田楽 林 • 林 田楽な ど 言 ふ 語の あった 事 は 事 



実で、 此 「林」 を 「村」 や 「材」 など、 する の は、 誤 

写から 出た 考へ 方であります。 

此が、 後世 色々 な 分流 を 生んだ 祇園 囉 しの 起原です。 

元、 祇園 林を曳 くに 伴うた 音楽 • 風 流なる 故の 名で し 

たのが、 夏祭りの 曳き山 • 地 車の、 謂 は y 木遣り 囉し 

と 感ぜられる 様になった のでした。 だから、 祇園 林 を 

一方、 八阪の 神の 林と 感じた 事 さへ あるので す。 勿論、 

祇陀園 林の 訳語ではありません。 此林 田楽な ど は、 恐 

らく、 近 江 猿 楽の 人々 が、 田楽 能の 脇 方と して 成長し 

てゐた 時代に、 出来た もので はない のでせ うか。 

此 松ば やし は、 猿 楽 能 独立 以後 も、 久しく、 最大の 行 



一 七 もどき の 所作 

私 は、 日本の 演芸の 大きな 要素 をな す ものと して、 お 

どき 役の 意義 を 重く 見たい と 思 ひます。 近代の 猿 楽に 

宛て ゝ 見れば、 狂言 方に 当る ものです。 だが、 元々、 

神と 精霊と —— 其々 の g —— の 対立から なって ゐる 

処に、 日本 古代の 神事 演芸の 単位が あります。 だから 

して 方に 対して、 単に、 わき 方 —— 或は あどと 称する 

—— に 相当す る 者が あった y けです。 其 中、 わき 方が 



分裂して、 わき 及び 狂言と なった のです。 訣リ 易く 言 

はうなら、 もどき 役から 脇 • 狂言が 分化した とい ふ 方 

がよ い 様であります。 

もどき は 田楽の 上に 栄えた 役名で、 今 も、 神楽の 中に 

は、 ひょっと こ 面 を 被る 役ゎリ 及び 面 自体の 称へ とな 

つて、 残って ゐ ます。 もどき 役 は、 後 ほど、 狂言 方と 

一 つの ものと 考 へられて 来ました が、 古く は、 脇 • 狂 

言 を 綜合した 役名で ありました。 私 は 前に 猿 楽の^ J 

お 的 素地 を 言 ひました。 今、 其 を 再説す る 機会に 遇う 

た 事 を 感じます。 

もどく と 言 ふ 動詞 は、 反対す る • 逆に 出る • 批難す る 



楽 能から 分離す る 機会 を捉 へた ものが、 猿 楽 能なる 分 

派 を 開いた のでせ う。 ちょうど、 万歳 太夫に 附属す る 

才 蔵が、 興行 団を 組織して 歩く 尾 張 • 三 河の 海辺の 神 

楽 芸人に 似た 游 離が 行 はれて、 自立と いふ 程の き はや 

かな 運動 はなく、 自然の 中に、 一 派 を 立てた のと 同様 

だと 思 ひます。 此点 は、 世 阿弥 十六 部 集 を 読む 人々 に 

特に 御注意 を 願 はねば ならぬ 処で、 田楽. 曲舞な どに 

対する 穏 かな 理 会の ある 態度 は、 かう して 始めて わか 

るので す。 呪師猿 楽と 並 称せられた 呪師 の本芸 が、 田 

楽師 の 芸を 成立 させる と 同時に、 猿 楽 は 能と 狂言と を 

重に うけ 持つ 様になって 行った のです。 だから、 総括 



して、 田楽 法師と 見られて ゐる 者の 中に も、 正確に は、 

猿 楽師 も 含まれて ゐた 事は考 へて よいと 思 ひます。 林 

田楽な ど 言 ひました 曳き物 も、 ひょっと すれば、 田楽 

師の もどき 方なる 猿 楽師 (近 江) の 方から 出た もので、 

松ば やしと 一 つ 物と 言 ふ 事 はさし つかへ ないか も 知れ 

ませぬ。 

猿 楽 はも どき 役と して、 久しい 歴史の 記憶から、 存外、 

脇 方 を 重んじて ゐ るの かも 知れません。 柳 営の 慶賀に 

行 はれた 開口 は、 脇 方の 為 事で、 能役者 名誉の 役目で 

ありました。 而も、 田楽の 方に も、 此 があって、 奈良 

の 御祭り に は 行 はれました。 高 野 博士が 採集して 居ら 



モド キ カイコ ゥ 

れ る比擬 開口と いふの が此 です。 だから、 開口に、 ま 

じめ なのと 戯れた のと 二つが あった、 と 見る 人 も あり 

さう です が、 私 はさう は 思 ひません。 開口が もどき . 

の 役目だった ものです。 恐らく は、 猿 楽の 游離以 

前の 姿 を 止めて ゐる ものと 思 はれます。 



一 八 翁の もどき 

遠 州 や 三 州の 北部 山間に 残って ゐる 田楽 や、 其 系統に 

属する 念仏 踊り や、 唱門師 風の 舞踏の 複合した 神楽、 

花祭りの 類の 演出 を 見まして、 もどき なる 役の 本義が、 



翁の 形式が 幾通りに もくり 返されます。 ねぎと か、 な 

かと 祓 —— 中 臣祓を 行 ふ 役の 意ら しい —— とか 海道 下 

引と か 称へ てゐ るの は、 皆、 翁の 役 を複演 する もので 

一種の 異訳 演出に 過ぎない のです。 即、 翁 を 演ずる 役 

者なる： S の、 其の 村に 下った 由来と 経歴と を 語る の 

でした。 だから、 此は 翁の もどき なのです。 処が、 翁 

にも 此番 にも、 多くの を こっきの もどき が 出て、 荒れ 

廻ります。 而も、 此 外に 必、 翁に 対して、 今一 つ、 黒 

尉が 出ます。 此を 三番 叟と いふ 処も あり、 しょうじ つ 

きりと 言 ふ 地 もあります。 又 猿 楽と も 言 ひます 事 は、 

前に 述べました。 此は 大抵、 翁の 為 事 を 平 俗化し、 敷 



一 つの 役 毎に、 一 つ 宛の もどき 役 を 伴 ふ 習慣が あった 

からな のです。 

つ ぃ此頃 も、 旧正月の 観音の 御 縁日に、 遠 州 奥山 村 (今 

ニシ ウレ ショ ナウ 

は 水 窪 町) の 西 浦 所 能の 田楽 祭り を 見学し ました。 ま 

づ、 近年 私の 見聞し ました 田楽の 中で は、 断篇化 はし 

てゐ ますが、 演芸 種目が 田楽と して 古風 を、 最 完全に 

近く、 伝へ てゐる ものなる こと を 知りました。 

一 九 もどき 猿 楽 狂言 

西 浦 田楽の とりわけ 暗示に 富んだ 点 は、 他の 地方の 田 



世話 式と でも 謂った 風に 舞 ひ 和らげ、 おどけぶ り を 変 

へて、 勿論、 時間 も 早くき りあげて、 引き込む のです _ 

此で考 へる と、 もどき 方 は 大体、 通訳 風の 役 ま はりに 

ある ものと 見て よさ、 うです。 其 中から 分化して、 詞 

章の 通俗的 飜訳 をす る ものに、 猿 楽 旧来の 用語 を 転用 

する 様になって 行った ので はありますまい か。 して 見 

れば、 言 ひ 立て を 主と する 翁の もどき なる 三番 叟を、 

猿 楽と いふの も、 理由の あった 事です。 

此猿楽 を 専門と した 猿 楽 能で は、 其 役 を 脇 方と 分立 さ 

せて、 わかり 易く 狂言と 称へ てゐ、 又 を かしと も 言 ひ 

ます。 此は、 を かしがら せる 為の 役 を 意味す るので は 



なく、 もどき 同様、 犯しであった ものと 考 へられます ■ 

こ、 に、 猿 楽が 「言」 と 「能」 との 二つに 岐れて 行く 

理由が あるので す。 能 は 脇 方と しての 立ち 場から 発達 

した もの、 狂言 は 言 ひ 立て • 説明の 側から 出た 名称と 

見られ ませう。 

かう して 見ます と、 狂言 方から 出る 三番 叟が、 実は！！ 

の もどき 役で ある 事が 知れ ませう。 さう して、 其が 猿 

楽 能の 方で は、 舞が 主にな つて、 言 ひ 立ての 方が 疎か 

になって 行った ものと 見る 事が 出来ます。 

かう 申せば、 翁 は 実に 神聖な 役の 様に 見えます し、 3 

元来の 役目の 様に 見えます が、 私 は そこに 問題 を 



安摩 • 蘇 利 古に 近い ものだった のです。 白 式 尉が 採 桑 

老 らしくなる と共に、 山人 面 も 次第に 変化して、 其 を 

唯 黒くした y けが 違 ふ 尉 面と 言 ふやう になった ので あ 

リ ませう。 古代の 山人の 顔 は、 今から 知る よし も あり 

ません が、 黒と いふ 点で は 一致して 居ても、 黒 式 尉の 

やうな、 顔面 筋まで 表した 細やかな 彫刻ではなかった 

ま ^9 て ^9 

併し、 ちょっと 申して 置きました 様に、 黒と いふ 語が、 

我が国で は、 一 種 異様な 舞踊の 保持 団体と 関係の あり 

さうな の は 事実です。 黒山 舞の 昔から、 黒 川 能 • 黒 倉 

田楽 • 黒 平 三番 叟 など 皆 山中の 芸能 村な のです。 此等 
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